
45 広報えびな2023年５月１日号広報えびな2023年５月１日号

　
団
員
が
安
心
し
て
従
事
で
き
る
よ
う
に

さ
ま
ざ
ま
な
待
遇
や
制
度
が
あ
り
ま
す
。

海
老
名
市
消
防
団
員
の
処
遇

報　

酬

　

階
級
別
の
年
額
報
酬
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
出
動
報
酬
と
し
て
災
害

対
応
は
日
額
８
０
０
０
円
、警
戒
活

動
は
３
０
０
０
円
、訓
練
の
参
加
は

２
５
０
０
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

公
務
災
害
補
償

　
療
養
補
償
や
休
業
補
償
な
ど
、活
動

中
の
け
が
な
ど
に
公
務
災
害
補
償
が
適

用
さ
れ
ま
す
。

退
職
報
償
金

　
５
年
以
上
在
職
し
た
場
合
に
、在
職

年
数
や
階
級
に
応
じ
た
退
職
報
償
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

表　

彰

　
叙
位
・
叙
勲
や
消
防
長
官
表
彰
な
ど
、

国
・
県
・
市
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
表
彰
が

あ
り
ま
す
。

マ
イ
カ
ー
保
険

　
災
害
時
に
分
団
器
具
置
場
な
ど
に
集

結
す
る
と
き
に
交
通
事
故
に
遭
っ
た
場

合
、自
身
で
加
入
し
て
い
る
保
険
を
使
用

す
る
こ
と
な
く
、消
防
団
の
マ
イ
カ
ー
保

険
で
保
障
さ
れ
ま
す
。

被
服
の
貸
与

　
活
動
に
必
要
な
活
動
服
・
ヘ
ル
メ
ッ

ト
・
編
み
上
げ
靴
・
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
・

ゴ
ー
グ
ル
な
ど
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

健
康
診
断

　
消
防
団
活
動
は
、災
害
活
動
な
ど
身

体
的
負
担
を
伴
い
ま
す
。
健
康
意
識
の

向
上
と
疾
病
に
よ
る
公
務
災
害
を
防
ぐ

た
め
、自
己
負
担
な
く
健
康
診
断
を
受

け
ら
れ
ま
す
。

海
老
名
市
学
生
消
防
団
活
動
認
証
制
度

　
学
生
消
防
団
員
を
応
援
す
る
た
め
、

１
年
以
上
継
続
的
か
つ
真し

ん

摯し

に
消
防
団

活
動
に
取
り
組
ん
だ
学
生
に「
学
生
消

防
団
活
動
認
証
証
明
書
」を
発
行
し
ま

す
。
学
生
は
地
域
活
動
に
貢
献
し
た
実

績
を
就
職
活
動
な
ど
で
ア
ピ
ー
ル
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

消
防
団
応
援
の
店

　

団
員
と
家
族
は「
海
老
名
市
消
防
団

応
援
の
店
」の
対
象
店
舗
で
割
り
引
き
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

ま
す
。「
か
な
が
わ
消
防
団

応
援
の
店
」「
全
国
消
防
団

応
援
の
店
」も
あ
り
ま
す
。

　
海
老
名
市
消
防
団
の
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
の
規
格
は
総
重
量
3
・
5
㌧

以
上
で
す
。
運
転
に
は
平
成
29
年
３

月
11
日
以
前
に
取
得
し
た
普
通
免
許

ま
た
は
、準
中
型
免
許
以
上
の
免
許

が
必
要
で
す
。

　

円
滑
な
消
防
団
活
動
や
団
員
の
定
着
率
向
上
、団

員
数
増
加
促
進
の
た
め
、今
年
度
か
ら
、準
中
型
免
許

取
得
費
用
の
補
助
を
始
め
ま
し
た
。
自
動
車
免
許
を

持
っ
て
い
な
い
人
も
対
象
で
す
。

【
対
象
者
】準
中
型
免
許
取
得
後
原
則
５
年
以
上
消
防

団
活
動
を
続
け
る
こ
と
を
誓
約
で
き
る
方

【
補
助
額
】免
許
取
得
費
用
の
上
限
20
万
円

準中型免許取得準中型免許取得
補助金制度補助金制度

NEW

例

普
通
免
許
を
持
っ
て
い
な
い
方

教
習
料
金
の
目
安　
約
41
万
円

　
　
　
　
　
↓

補
助
金
制
度
利
用
の
自
己
負
担
額　
21
万
円

平
成
29
年
３
月
12
日
以
降
取
得
の

普
通
免
許
を
持
っ
て
い
る
方

教
習
料
金
の
目
安　
約
21
万
円

　
　
　
　
　
↓

補
助
金
制
度
利
用
の
自
己
負
担
額　
１
万
円

神
か ん

守
も り

 学
まなぶ

さん
第８分団班長・団員歴14年５カ月
会社員・40代

田口颯
そ う

真
ま

さん
第１分団団員・団員歴９カ月
専門学生・20代

田中あゆみさん
第４分団団員・団員歴４年７カ月
会社員・50代

「かけがえのない経験」
　消防団の活動は生死に関わるこ
となので、入団する時はとても悩み
ました。入団から約15年、分団長や
大規模災害、消防操法大会などさま
ざまな経験を通してやりがいを強
く感じています。身の危険を感じた
出動もありましたが、これまで続け
てこられたことは良い選択だった
と思っています。
　会社勤めなので平日の出動など
には出られないことが多いですが、
団員同士で助け合っています。今
は、これまでの経験を若い団員に引
き 継 ぎ な
が ら 活 動
を 続 け た
い と 思 っ
ています。

「活動を通して成長」
　中学生の時に消防職員の活動を
目の当たりにしたことがきっかけ
で救急救命士になることが将来の
夢になりました。今は消防関係の専
門学校に通っています。
　もっと消防のことを知りたい、地
域の役に立ちたいと思って入団し
ました。地域とのつながりが増えた
り、火災現場で交通整理を経験でき
たりと消防団に入ったからこそで
きた経験がたくさんあり、将来の夢
に向けて成長
できていると
感じています。
　これからも
積極的に消防
技術の習得に
励みたいです。

「応援がやりがいに」
　 市 の 普
通 救 命 講
習 に 参 加
し た 時 に
消 防 団 の
存 在 を 知
りました。
消防団でＡＥＤの講師をやってみ
たいという一心で入団し、早４年が
経
た

ちました。あいにくコロナ禍で講
師活動はできていませんが、お祭り
の時の警戒や消火栓点検などたく
さん活動をしてきました。
　地域の皆さんからの応援はすご
く励みになっています。巡回中に手
を振ってくれたり、「頑張って」と
書かれた手紙が第４分団宛てに届
けられたこともあって、私の活動の
活力になっています。

　水害発生時に地域住民の避難補
助ができるよう、市の防災備蓄倉
庫などで７艇保管しています。

　大規模災害や河川敷火災など、
消防ポンプ自動車だけでの対応が
難しい状況を想定した設備です。

ります。車両や可搬ポンプなどの資
機材を格納しているほか、平常時は
分団会議などで活用しています。

　各種警戒や
災害時の活動
拠点で、分団
ごとに１棟あ

　高い放水性能を有している消防
ポンプ自動車で、全ての分団に配
備されています。

さまざまな人が活躍中さまざまな人が活躍中

消防団の
施設・装備

水難救助用ボート 可搬ポンプ 消防ポンプ自動車

分団器具置場


